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　福寿会の方々が、町内各所にある花壇に花

を植えました。これは、美しい花で町を飾る

ことで、明るいまちにしようと毎年実施され

ているものです。 

　各地区とも早朝に行われたため、寒さが厳

しい中での作業でしたが、みなさん慣れた手

つきで植えていました。 
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平
成
18
年
の
新
春
を
迎
え
、謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
町
長
就
任
以
来
、４
年
間
が
矢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
り
昨
年
４
月
、２
度

目
の
選
挙
を
迎
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、無
投
票
に
て
ご
信
任
を
い
た
だ
く
栄
誉

に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。こ
の
感
激
を
胸
に
き
ざ
み
、
全
力
を
傾
注
し
て
町
政

に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う
か
、一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、自
ら
の
選
挙
を
含
め
多
く
の
選
挙
が
執
行

さ
れ
た
熱
き
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。１
月
23
日
の
岐
阜
県
知
事
選
を

皮
切
り
に
、３
月
20
日
七
宗
町
長
選
、８
月
21
日
に
は
電
子
投
票
無
効
判

決
に
よ
る
可
児
市
議
出
直
し
選
挙
、８
月
28
日
に
は
定
数
15
か
ら
９
に
削

減
、自
主
解
散
し
た
白
川
町
議
と
白
川
町
長
の
ダ
ブ
ル
選
挙
、ま
た
美
濃

加
茂
市
長
選
も
激
烈
で
し
た
。つ
づ
く
９
月
11
日
、郵
政
民
営
化
法
案
参

議
院
否
決
に
と
も
な
う
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、岐
阜
４

区
に
お
い
て
は
昭
和
38
年
か
ら
続
い
て
き
た
地
元
出
身
代
議
士
が
議
席

を
失
い
ま
し
た
。 

　
一
方
、町
政
運
営
に
つ
い
て
は
、リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
町
民

運
動
会
・
ふ
れ
愛
ま
つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
盛
況

裏
に
開
催
で
き
ま
し
た
。こ
こ
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。主
要
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
年
の
懸
案
で
ご
ざ
い
ま
し
た
図
書
室
増
床
工
事
に

踏
み
切
り
、４
月
開
室
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い

財
政
事
情
の
中
、議
会
特
別
決
議
に
促
さ
れ
た
当
事
業
に
対
し
て
は
、想

い
も
ひ
と
し
お
で
す
。
川
辺
町
の
教
育
・
文
化
水
準
の
向
上
、
生
涯
学
習

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

５
年
越
し
の
継
続
事
業
で
あ
る
左
岸
遊
歩
道
整
備
が
い
よ
い
よ
完
了
い

た
し
ま
す
。町
民
の
心
と
か
ら
だ
の
癒
し
の
場
、健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、大

い
に
お
使
い
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。折
し
も
平
成
24
年
岐
阜
国
体

ボ
ー
ト
競
技
を
招
致
す
べ
く
、正
式
に
名
の
り
を
上
げ
ま
し
た
。こ
の
遊
歩

道
に
、全
国
の
ボ
ー
ト
関
係
者
が
集
う
日
、ボ
ー
ト
王
国
か
わ
べ
は
、そ
の

鮮
や
か
な
光
を
日
本
中
に
発
信
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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さ
て
、
川
辺
町
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
は
、
破
綻
後
の
市
町
村
合

併
協
議
と
行
財
政
改
革
で
す
。 

　
平
成
16
年
11
月
末
の
美
濃
加
茂
市
民
意
向
調
査
に
よ
り
破
綻
、
以

来
１
年
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
が
合
併
の
模
索
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

け
れ
ど
も
、
先
の
意
向
調
査
投
票
率
が
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
度
、
８
市
町
村
に
よ
る
合
併
協
議
会
設
立
を
求
め
る
請
求
が
美
濃

加
茂
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
法
定
手
続
き
を
経
て
、
各
市
町
村

12
月
議
会
で
協
議
会
設
立
の
可
否
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
結
果
、
加

茂
郡
７
町
村
で
は
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
美
濃
加
茂
市
議
会
で
は
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
美
濃
加
茂
市
議
会
で
い
か
な
る
議

論
が
展
開
さ
れ
る
の
か
、
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
国
・
県
・
市
町
村
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
、
以
前
か
ら
多

く
の
関
係
機
関
で
結
ば
れ
、
川
・
道
・
鉄
道
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、

共
通
の
文
化
を
育
て
て
き
た
加
茂
地
域
は
、
も
は
や
一
体
的
な
生
活

圏
を
成
し
て
お
り
歴
史
的
に
も
合
併
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
美
濃
加
茂
市
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、粘
り
強
く
協

議
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
危
機
的
な
財
政
構
造
に
つ
い
て
も
、
抜
本
的
な
改
革
が

必
要
で
す
。
こ
と
に
、
事
業
が
山
積
す
る
中
、
町
収
入
の
大
黒
柱

で
あ
る
町
税
は
低
迷
し
地
方
交
付
税
が
減
少
し
て
い
る
現
状
で
は
、

徴
収
率
の
向
上
に
よ
る
税
収
の
確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
お

よ
び
諸
収
入
の
財
源
確
保
に
努
め
る
一
方
、
経
費
削
減
を
至
上
課

題
と
し
つ
つ
、
施
策
を
厳
選
し
財
源
の
計
画
的
・
重
点
的
な
配
分

を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
給
与
カ
ッ
ト
・
定
数
削
減
や
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
、
痛
み
を
伴
う
改
革
に
踏
み
込
ま
ざ

る
を
え
な
い
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
第
４
次
行
政
改
革
推
進
協
議

会
に
諮
問
し
、
川
辺
町
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
議
会
の
皆
様
と

鋭
意
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
必
ず
や
、
現
下
の
財
政
危
機
を
乗

り
越
え
、
町
民
生
活
の
一
層
の
向
上
を
め
ざ
し
、
子
・
孫
の
時
代

に
ま
で
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
皆
様

の
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

　
本
年
は
、
昭
和
31
年
に
合
併
し
て
か
ら
50
周
年
と
い
う
記
念
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
た
の
は
、
多
く
の
先

人
の
汗
と
涙
の
賜
物
と
篤
く
篤
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
本
年
秋

に
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
50
周
年
記
念
式
典
を
催
し
、
先
人
の
偉

業
を
讃
え
、
次
の
50
年
の
前
途
を
、
皆
様
と
共
に
考
え
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
厳
し
い
諸
問
題
を
克
服
し
、
希
望
の
未
来
の

た
め
皆
様
と
と
も
に
、
手
を
携
え
て
努
力
精
進
す
る
こ
と
を
お
誓

い
し
、
あ
わ
せ
て
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
平
成
18
年
新
春 

　
　
川
辺
町
長
　
　
佐
藤
　
光
宏 



　今年も確定申告の時期が近づいてきました。毎年2月16日から3月15日までの期間中は相談会場が

大変混雑します。そこで川辺町では給与所得者・年金受給者の還付申告に限り2月9日から受け付け

をしますのでどうぞご利用ください。 

Ⅰ、よくあるケース 

　①医療費控除を受ける場合 

　　　自分や家族の病気やけがなどにより支払った医療費が、一定の要件に当てはまる場合に医療

　　費控除が受けられます。 

 ②住宅借入金特別控除を受ける場合 

　　　住宅ローンなどを利用してマイホームを新築、購入、増改築などをしたときは一定の要件に

　　当てはまれば、所得税から住宅借入金特別控除を受けられます。 

 ③給与から所得税が源泉徴収されていて、年末調整をしていない場合 

　　　会社を年の途中で退職し再就職していない方などで、年末調整を行っていない場合は、確定

　　申告をすることで所得税の還付を受けられることがあります。 

  

Ⅱ、税制改正により本年から増加が予想されるケース 

 ①公的年金などから所得税が源泉徴収されている場合 

　　　老年者控除の廃止など65歳以上の方の税制が大きく変わったことで、平成17年より公的年金

　　から源泉徴収される方が増加しました。このような方は確定申告をすることで、天引きされて

　　いた所得税の還付を受けられることがあります。（ただし、納め足りない場合は確定申告で不

　　足分を納めなければなりません） 

※　2月9日（木）から15日（水）までは、給与所得者・年金受給者の所得税還付申告に限り

受け付けをします。還付申告以外の所得税・住民税・国民健康保険税および消費税の確定申告

をされる方は、2月16日（木）以降の申告相談期間中にお越しいただきますようご協力お願い

します。 

どんな場合に還付申告できるの？ 

給与所得者・年金受給者の所得税還付申告について 

4

〔と　き〕　平成18年2月9日（木）から （土・日・祝日は休み） 

　　　　　　時間：午前9時から午後3時まで 

〔ところ〕　川辺町役場 3階 第3会議室 

　　　　　　（関税務署でも還付申告を受け付けています。） 



【問い合わせ先】役場税務課　53－2511（内線130～132） 

　　　　　　　　関税務署　　0575－22－2233（代） 
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　①65歳以上で年間の合計所得金額が1,000万円以下の方に認められていた老年者控除（所得控除　

　　額＝所得税50万円、町・県民税48万円）が廃止されました。 

　②65歳以上の方の公的年金などの所得の計算方法が下の表のとおり変わりました。 

　　これにより公的年金等控除額が減少したため、公的年金などの収入が前年と全く同じでも所得

　　は増加します。また65歳以上の方だけでなく、65歳以上の方を扶養親族として申告しておられ

　　る方も注意が必要です。 

　これらの改正前は、収入が公的年金のみで年間228万円以下の65歳以上の方は、所得税、町県民

税ともに非課税でした。しかし、今回の改正によって収入が公的年金のみの方でも年間148万円を超

えると課税の対象となる可能性があります。詳しくは役場税務課までお問い合わせください。 

　平成17年1月から12月までに納めていただいた保険税額を1月中旬にハガキでお知らせします

ので、確定申告などにご活用ください。 

今回の申告で注意すべき改正点は何？ 

還付申告をするには、何が必要？ 
控除の種類により異なりますので、下の表を参考にしてください。 

※なお、このほかにも必要書類の添付または提示を求められる場合があります。 

※この表は65歳以上の方の場合です。65歳未満の方の場合は変更ありません。 

税務課からのお知らせ 

印　鑑 

改　　正　　前 

公的年金などの収入金額（A） 公的年金などの収入金額（A） 所　　　　　得 所　　　　　得 

(A)ー140万円 (A)ー120万円 330万円以下 

770万円超 (A)×95％ー155.5万円 

260万円未満 

820万円超 

260万円～460万円 

460万円～820万円 

330万円～410万円 

410万円～770万円 

(A)×75％ー75万円 

(A)×85％ー121万円 

(A)×95％ー203万円 

(A)×75％ー37.5万円 

(A)×85％ー78.5万円 

改　　正　　後 

Ⅰ－①の控除 

Ⅰ－②の控除 

住民票 
源　泉 
徴収票 

 Ⅰ－③ 、 
 Ⅱ－①の控除 

本人名義の 
通　帳 

家屋（土地）の 
登記簿謄本 

借入金年末 
残高証明書 

建築請負契約書 
などの写し 

医療費の 
領収書など 

各種控除の 
証明書 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ 

65歳以上の方の税制が大きく変わりました。 

《国民健康保険税の納付済額について》 
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　秋の祭典「川辺ふれ愛まつり2005」が開催されました。 

　今回もミニ商店街、美浜町海の幸無料試食会、農産物即売、リサイ

クル自転車抽選会、バナナのたたき売り、景品付きもち投げ、健康・

福祉フェアなどさまざまなイベントが行われ、子どもから大人まで大

勢の人が訪れました。 

　平成17年度健康世帯の表彰が行われました。対象

者は国民健康保険の加入世帯で、平成16年度を基準

として、1年以上にわたり一度も病院などにかから

なかった健康家族です。 

　表彰を受けられたのは次のみなさんです。 

（敬称略・世帯主のみ記載） 

　川辺ふれ愛まつりに協賛し、農産物生産者の生産

意欲の高揚と町内の農業振興を図ることを目的に、

11月19日・20日に農産物品評会を開催しました。 

　表彰を受けられたみなさんは次のとおりです。（敬称略） 

【８年間】……1世帯 
渡邉　生代 
  
【７年間】……2世帯 
村上　正 
三品　日出男 
  
【４年間】……3世帯 
細田　斎子 
小栗　義美 
小栗　順一 
  
【３年間】……3世帯 
タカハシ　ヨーコ 
木下　臣夫 
井戸　哲子 
  
【２年間】……11世帯 
若井　完彦 
纐纈　かね子 
櫻井　亨 
辰己　甲 
長谷川　克己 
山口　金夫 
加藤　義一 
駒島　謙治 
加藤　きぬ子 
纐纈　ミツ子 
有本　松次郎 

【米の部】 
◎金賞・武市　文夫 
(可茂米麦改良協会会長賞) 
◎銀賞・山田　昌平 
◎銅賞・山田　勇 
【大豆の部】 
◎金賞・長瀬　寿夫 
(岐阜県農業協同組合中央会会長賞) 

【小豆の部】 
◎銅賞・桜井　亨 
【黒豆の部】 
◎銀賞・福田　きよ子 
【白菜の部】 
◎金賞・富松　勝 
(全国農業協同組合連合会岐阜県本部運営委員会会長賞) 

◎銀賞・坪内　靖隆 
◎銅賞・牧田　幹三 
【大根の部】 
◎金賞・坪内　靖隆 
(中濃地域農林商工事務所長賞) 

◎銀賞・坪内　康賢 
◎銅賞・牧田　幹三 
【かぶの部】 
◎金賞・岩井　鉞男 
(川辺ふれ愛まつり大会長賞) 

◎銀賞・坪内　靖隆 
◎銅賞・鈴木　義孝 
【ねぎの部】 
◎金賞・加藤　幸支 
(可茂中央市場株式会社社長賞) 

◎銀賞・鈴木　義孝 
【里芋の部】 
◎金賞・平岡　久茂 
(めぐみの農業協同組合長賞)

◎銀賞・坪内　靖隆 
【さつまいもの部】　 
◎金賞・福田　文雄 
(川辺町議会議長賞) 

◎銀賞・武市　文夫 
【こんにゃく芋の部】 
◎銀賞・佐伯　定子 
【カリフラワーの部】 
◎銀賞・坪内　靖隆 
【ブロッコリーの部】 
◎銅賞・坪内　靖隆 
【キャベツの部】 
◎銀賞・鈴木　義孝 
◎銅賞・坪内　靖隆 
【ほうれん草の部】 
◎銅賞・坪内　康賢 
【ごぼうの部】 
◎銅賞・坪内　靖隆 
【人参の部】 
◎銀賞・坪内　靖隆 
【しいたけの部】 
◎銅賞・(有)しいたけブラザーズ 
【生姜の部】 
◎銀賞・栗山　愛子 
【柿の部】 
◎銀賞・市原　太司 
◎銅賞・桜井　浩 
【キウイフルーツの部】 
◎銅賞・加藤　まち子 
【いちじくの部】 
◎銅賞・牧田　眞由美 
【花の部】 
◎銀賞・丹羽　章洋 

【１年間】……29世帯 
加藤　定夫 
紅谷　日吉 
安田　正徳 
柏原　敏雄 
藤掛　良治 
岡本　康明 
渡邉　敏夫 
木下　貢 
長谷川　敏幸 
中川　智子 
福島　泰久 
小菅　晴美 
渡邉　まさ子 
山口　芳徳 
井戸　惠三 
山口　幹吉 
金沢　英二 
佐伯　敬子 
福田　はるみ 
神田　貴祐 
吉田　英夫 
藤ノ木　一 
木下　繁夫 
井上　忠昭 
立林　尚之 
片桐　謁雄 
野村　利秋 
木下　雅昭 
村山　博嗣 



平成１７年度特別職報酬等審議会 
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　常勤の特別職（町長、助役、収入役、教育長）の給料額および町議会議員の報酬額は、町内の公

共的団体の代表者、住民の代表者などを委員とする特別職報酬等審議会に意見を諮り、条例で定め

ることとなっています。 

　町長は、審議会に常勤の特別職の給料額および町議会議員の報酬額について、意見を求めました。 

　審議会は、民間給与や近隣町村の状況などを考慮し、慎重に審議を行った結果、平成17年11月

28日、町長に対して現行額を引き下げるべきであるとの答申を行いました。 

※常勤の特別職については、特別職自ら特例条例により平成17年7月から平成18年3月までの期限

つきで、既に10％相当の減額を実施中です。 

　なお、今回の答申を尊重し、今後の議会で給料額を改正する条例を上程する予定です。 

※町議会議員については、平成17年11月22日に行われた臨時議会で、議員自ら報酬額の減額を内

容とする一部改正条例を上程・可決し、同年12月1日から10％相当の減額を実施済みです。 

（議員定数についても、次の一般選挙から現行12人を10人に削減します。） 

平成１７年度特別職報酬等審議会 平成１７年度特別職報酬等審議会 平成１７年度特別職報酬等審議会 

【問い合わせ先】 役場経営管理課 TEL53-2511（内線212） 

雇用者代表　　佐伯  泉 審議会会長（下吉田） 

区長代表      　西山 幹雄 委員（中川辺） 

女性の会代表　松野 元子 委員（石神） 

農業者代表　　武市 文夫 委員（上川辺） 

被雇用者代表　上野 和夫 委員（西栃井） 

■審議会委員（敬称略） 

■答申概要 

町 　 　 長  

答 　 申 　 額  現 　 行 　 額  備 　 　 　 考  

助  　役 

収 入 役  

教 育 長  

議  　長 

議 　 　 員  

副 議 長  

常任委員長 

６３０，０００円 ７００，０００円 
（６３０，０００円） 

平成１８年４月１日から適用 
 
（　）は、特例条例による額 

平成17年12月1日から適用 
 
審議会から現行額が妥当であ 

ると答申をいただきました。 

５９２，０００円  
（５３２，８００円） 

５４１，０００円  
（４８６，９００円） 

４６７，８００円 
（４１４，４００円） 

５３２，８００円 

４８６，９００円 

４１４，４００円 

２４６，６００円 

１９１，７００円 

１７８，２００円 

１７１，０００円 

２４６，６００円 

１９１，７００円 

１７８，２００円 

１７１，０００円 
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…
…
…
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￥
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￥
５
０
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０
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…
…
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日
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空
手
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誠
道
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…
…
…
…
…
￥
1
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，
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0
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川辺町走る子ども110番の家 

第26回川辺町秋季卓球大会 

農山漁村いきいきシニア活動表彰受賞 

　川辺町卓球協会主催の卓球大会がB&G海洋センターで開催されました。 

　大会結果は次のとおりです。（敬称略） 

　このたび、川辺町愛菜の会が、（社団）農山漁村女
性・生活活動支援協会から、農山漁村いきいきシニア
活動農村地域部門で、奨励賞を授与されました。 
　この賞は、活発な農山漁業の活動をしている、シニ
ア団体などに贈られる賞で、11年来に及ぶ、朝市の開
催など、川辺町の農業振興に積極的に貢献してきた実
績が評価されました。 

　テレビや新聞でご承知の
とおり、昨年の暮れに子ど
もたちを狙った痛ましい事
件が相次いで起きました。 
　そこで教育委員会では、
「川辺の子は、川辺の地域
住民で守る」という考えの
もとに、このたび川辺郵便
局へ「走る　子ども１１０
番の家」として協力をお願
いしました。 

　具体的には、郵便配達時に子どもの下校の様子にも気を配って見守ったり、
不審者を見かけたら交番や学校に連絡するといったものです。 
　また、このほかにも子どもたちの通学路を中心に、現在125件の「子ども
110番の家」があります。 
　川辺の子の安全のために、どうぞよろしくお願いします。 

松組の部                        　　竹組の部 
　　優　勝　松川　敏樹　　　　　優　勝　加藤　誠治 
　　準優勝　山本　知弘　　　　　準優勝　渡辺　伸悟 
　　第三位　田原　裕平　　　　　第三位　井戸　恵子 
　　　　　　垣内　恭彦　　　　　　　　　水野　博之 
梅組の部 
　　優　勝　神田　紀子                
　　準優勝　有本　重子                
　　第三位　沢木　加代子              
　　　　　　安藤　和代 
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　今年も中央公民館で公民館祭り「まなびピア川辺」が開催され、

多くの町民の方が足を運びました。 

　会場には、小中学生や一般の方の作品や、各種学級や公民館

講座の発表、地域の活動などが紹介され、訪れた方が熱心に参

観していました。 

アメリカと空手交流 

まなびピア川辺 

東海四県体育指導委員連絡協議会表彰 

岐阜県福祉関係表彰 

　県民福祉の向上のために尽力された民生児童

委員の椙山巌さん（中川辺）と福祉施設職員の

白村永子さん（上川辺）に、その功績をたたえ

このほど岐阜県知事から表彰状が授与されました。 

 

　このたび、井戸賞司さん（鹿塩）と安田正徳さん（中川辺）

が長年にわたり川辺町体育指導委員として町のスポーツ振興に

尽力され、また、体育指導委員の指導的立場としての活躍が、

東海四県の体育指導委員連絡協議会で高く評価されたため、高

山市で行われた東海四県体育指導委員研究大会で表彰を受けら

れました。 

　川辺町に本部事務局を持つ日本空手道「誠道会館」主催の交

流空手大会が美濃加茂市で行われ、川辺町からも多くの子ども

たちが参加しました。 

　また、翌日にはアメリカから来日したクリストファー・チェ

スさん（沖縄一心流ニューヨーク九段）と川辺支部の子どもた

ちとの交流会も行われました。 

　この日は、チェスさんがアメリカで行っている練習方法も組

み込まれ、子どもたちは少しとまどっているようでしたが、チェスさんの動きや迫力に「速い！かっこいい！」

ととても感激した様子で声を上げていました。 



短 
歌 

俳 
句 

平成 
１8年度 
平成 
１8年度 
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　平成18年度に放課後児童クラブへ入所を希望される方は、下記の受付期間内に申込書

に必要書類を添えて、役場住民課へお申し込みください。なお、入所する児童の保護者の

方は、事前に行われる説明会にご出席くださるようお願いします。 

★受付期間　　平成18年2月3日（金）～平成18年2月17日（金） 

★入所条件　　①小学校に通う町内の児童で、放課後、土曜日および長期休暇期間に保護

　　　　　　　　者が就労などのため、家庭で保護ができない場合。 

　　　　　　　②上記の状態が1か月に15日以上欠ける場合。 

★説 明 会　　　 日時：平成18年2月3日（金）　午後5時から 

　　　　　　　　場所：川辺町児童館 

★備　　考　　※当日は、児童同伴出席も可能です。 

　　　　　　　※申込用紙は役場住民課にありますが、　

　　　　　　　   説明会の会場でもお渡しします。　　

　　　      　　※申込者が多数の場合には、入所を調整

　　　　　　　　することがありますので、あらかじめ

　　　　　　　　ご了承ください。 

【問い合わせ先】役場住民課　TEL53-2511（内線123） 
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11月中の届出 

＊本人および届け出を出された方の希望
により掲載しています。〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書請
求など）の際に住民課窓口に申し出てく
ださい〕 
＊敬称略 

上川辺　　坪　内　來　斗　　　靖　　男 

中川辺　　山　田　望　夢　　豊　和　男 

西栃井　　福　田　千　晴　　政　美　女 

下麻生　　水　野　元　貴　　博　之　男 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 
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亡 死　 

出　生 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

人　口………  11,135人  （106減）  

男………………５，４６５人　（６３減）  

女………………５，６７０人   （４３減）  

世帯数…………３，５５５世帯  （２減） 

（カッコ内は前年同月比） 

１月は「食」を考える月間です 

上川辺　朝　日　敏　之　66歳　男　本　人

石　神　平　野　芳　信　56歳　男　本　人 

中川辺　小　栗　す　ぎ　83歳　女　雄太郎

中川辺　大　野　セ　キ 84歳　女　本　人 

中川辺　加　藤　　　豊　77歳　男　本　人

西栃井　山　口　 　次　79歳　男　幹　吉 

西栃井　堀　江　つまへ　79歳　女　　武 

西栃井　前　田　キミ子　86歳　女　好　昭 

福　島　長谷川　 　夫　92歳　男　文　則 

下吉田　杉　山　俊　三　80歳　男　本　人 

のぞむ 

ちはる 

もとき 

らいと 

食事バランスガイド 
 バランスのいい食事ってどんな食事 

　毎日あたりまえのように食べている食事。その食事について、じっくり考

えたことがありますか。 

　主食・主菜・副菜をバランス良くとるために１日に「何を」「どれだけ」食べ

たらよいか一目で分かる食事の目安を示したのが、「食事バランスガイド」で

す。おにぎり１個は１つ分。うどん一杯なら２つ分。と食事の内容を数えること

で１日の食事バランスをチェックしていきます。偏りのある食事では、コマのバ

ランスが崩れてしまい、私たちの健康も保てなくなってしまいます。 

　毎年１月は「食を考える月間」です。一度、「食事バランスガイド」を使って

あなたの食事内容をチェックしてみませんか？ 

　食事バランスガイドの詳しい活用法については下記にお問い合わせくだ

さい。 

［問い合わせ先］岐阜農政事務所地域第三課（美濃市） TEL０５７５-３３-４１４１ 

　　　　　　　川辺町保健センター TEL５３－２５１１（内線１５０） 

中川辺　　伊　藤　千　鶴 

　　　＝八百津町　　　　有　賀　　　勲 

中川辺　　関　　朱美子 

 　　＝名古屋市　　　　日比野　　　誠 

西栃井　　井　戸　祐佳里 

　　　＝可児市　　　　　安　藤　由　児 

比久見　　藤　掛　　　藍 

　　　＝七宗町　　　　　丹　羽　栄　司 

結　婚 

このイラストの料理例をあわせるとおよそ２２００kcal。 
ほとんど一日座って仕事をしている運動習慣のない男性にとっての1日分の適量を示しています。 

（10月中の届出） 
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　毎年夏と冬に一回ずつ、各地区子ども会のリーダーたちを集めて、レ

クリエーション指導を行っています。特に冬季のインリーダー研修会は

クリスマス会を兼ねて行うためJLCたちも参加者にも大人気の研修会です。

この研修会のために事前にいろいろな打ち合わせをし、道具を準備して

当日を迎えました。当日はレクリエーション指導をした後にクリスマス

ケーキを食べて、色紙交換を行いました。 

　川辺町の一大イベントである川辺ふれ愛まつりには昨年度から参加し

ています。活動内容はイベントの司会アシスタントです。もうこの行事

の “顔”ともなっている宮本さんの軽快なトークの相手を精一杯務めて

います。今年度はこれ以外にも、JLCのブースを設置し、子どもたちへ

バルーンアートをプレゼントして大好評！合計1,000個のバルーンを作り

ました。また、イベント終了後には、会場および駐車場周辺の清掃活動

もしました。 

　昨年度から「川辺町生涯学習展」が「まなびピア川辺」へリニューアル

し、作品展示以外にも体験活動などを取り入れ、公民館祭りとして開催さ

れています。このイベントでは、昨年度から子ども会のブースとして、「チ

ャレンジランキング（チャレラン）」を行っています。このチャレランは

いろいろな種目に挑戦し、記録を競う競技です。今年度の種目は「割り箸

ダーツ」「以心伝心」「足踏み日本一」「10秒ストップ」の四種目で、当

日は大勢の子どもから大人までが参加して楽しみました。 

　みなさんは、もう“JLC”って知っていますか？JLCとは子ども会の組織で、単位子ども
会や地区子ども会の行事などのお手伝いをしています。川辺町では、平成14年に結成され、
現在24人のメンバーで活動しています。今回はそんなJLCの活動を紹介したいと思います。 

（平成17年11月19・20日） 

（平成17年11月26日） 

（平成17年12月27日） 

　このほかにも、可茂地区の子ども会の研修会へ参加したり、七宗町のJLCと合同で東海地区のJLCた
ちを集めて交歓会を開催したりと活発に活動しています。 

　川辺町JLCでは、新規メンバーを募集しています。加入資格は川辺町に在住している小学校高学年か
ら高校生までの方なら誰でもOKです。JLCに興味のある子は、川辺町中央公民館の子ども会担当まで
ご連絡ください。また、毎月第１水曜日の午後７時から中央公民館で定例会を開催していますので見
学に来ていただいてもOKです。 

【問い合わせ先】　川辺町教育委員会　子ども会担当　TEL 53-2650
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■日　　時：平成18年2月19日（日） 
　　　　　　 8：30受付開始　　9：00競技開始 
　　　　　　（終了予定12：00） 
■場　　所：川辺海洋センター 
■参 加 費：１チーム　1,500円、小学生チームは 1,000円 
■対　　象：川辺町在住もしくは在勤の方で小学校3年生以上の方 
■チ ー ム：１チーム4～8人 
　　　　　　（代表者が選手を兼ねない場合は9人まで） 
■表　　彰：成績上位チームに記念品を贈呈します。 
　　　　　　参加賞・特別賞もあります 
■組 合 せ：大会当日発表 
■申し込み：所定の申込用紙に必要事項を記入の上、参加費を 
　　　　　　添えて川辺海洋センターもしくは各地区体育委員 
　　　　　　までお申し込みください。 
■締　   切：平成18年2月10日（金） 
■そ の 他：当日は体育館シューズを各自ご用意ください。 

【問い合わせ先】川辺海洋センター　TEL 53-2911
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〈開 館 時 間〉午前の部　  9:00～12:30 

　　　　　　     午後の部　13:30～17:00 

〈休　 館　 日〉　日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL　53-4451

〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00  
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童とその保
　　　　　　　護者  
〈問い合わせ先〉　子育て支援センター 
　　　　　　　TEL 53－4388

☆子育て相談 
　土・日曜日、祝日を除く毎日　9:30～ 16:30 
　子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気
軽に、ご相談ください。 
　お電話も、お待ちしています。TEL 53－4388

☆保健師による発育測定・発育相談 
　毎月１回、町保健センターの保健師が測定します。
お子さんの発育についての疑問・不安などについて、
お気軽にご相談ください。 
　〈日　時〉　2月27日（月）　10:00～11:00 
 〈持ち物〉母子手帳、バスタオル 

☆『わくわくタイム』毎週金曜日　10:00～ 
　親子で一緒に作ったり、体を動かして遊んだり
するお楽しみの時間です。（自由参加です） 

☆遊び場の開放 
　好きな時間に、親子で自由に遊びに来てください。 

☆『にこにこタイム』毎週火曜日　10:00～ 
　絵本の読み聞かせやパネルシアターなど、楽しい
お話の時間です。（自由参加です） 

■映写会（毎月第1土曜日） 
　　　　　　　　　　　　　　　　 13：30～ 

■読み聞かせの日（毎月第4土曜日） 
　　　　　　　　　　　　　　　 13：30～ 

　大きなスクリーンで見るのは大迫力！ 
童話や物語を上映します。お友達を誘って見
に来てね。 

　クリスマスの飾り「かわいい天使ちゃん」
ができました。 

　紙芝居など、おもしろいお話をいっぱい用意

しています。 

 （事前の申し込みは必要ありません） 

　　4日（土） 映写会の日 

　　6日（月）　キッズリトミック 

　18日（土）　工作の日 

　20日（月）　キッズアスレチック 

　25日（土）　読み聞かせの日 

　（予定は変更になることもあります） 

【2月の主な行事予定】 

【2月の主な行事予定】 

　　3日（金）　おかあさんと１･２･３【体操】 

　10日（金）　3・4月のカレンダー作り 

　17日（金）　おかあさんと遊ぼう【リズム遊び】 

　24日（金）　おひなさま作り 
　（予定は変更になることもあります） 

ワン  ツー  スリー 
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●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……………下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…………下水道整備区域の人口 
 

下水道の接続状況（平成17年11月30日現在） 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

区 域 内 人 口  

5,113人 1,589世帯 68.8% 
 

＋0.4% 
 

+29人 +10世帯 

7,431人 
 

水道課 
からの 
ご案内 

  ◆保育所・学校行事 

　　1日（水）　お店屋さんごっこ（第二保育所） 

　　2日（木）　豆まき（第三保育所） 

　　3日（金）　参観日（西小学校） 

　　3日（金）　豆まき（第一・第二保育所） 

　　9日（木）　PTA参観日（中学校） 

　　9日（木）　お店屋さんごっこ（第一保育所） 

　17日（金）　新入生体験入学（中学校） 

　23日（木）　縄跳び大会（第一保育所） 

　24日（金）　縄跳び大会（第二保育所） 

◆心配ごと相談 

　　1日（水）　9:00～12:00　やすらぎの家 

　15日（水）　9:00～12:00　やすらぎの家 

◆無料法律相談 

　　8日（水）　13:00～16:00　やすらぎの家 

◆障害者に関する相談 

　14日（火）　10:00～12:00　やすらぎの家 

◆ごみ収集 

　　7日（火）　燃えないごみ（ガラス） 

　　　　　　　資源ごみ（食用空きビン） 

　　　　　　　粗大ごみ（燃えるもの） 

　　8・9日　　蛍光管 

　　8・9・22・23日　ペットボトル 

　10・24日　　その他プラスチック 

 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 

　平成18・19年度に町が発注する建設工事、測量・コンサルタント等、一般業務委託、物品購入などの入札
に参加を希望される業者を対象に「川辺町競争入札参加資格審査申請書」の定期受付を行います。 
　なお、今回の入札参加資格の有効期間は原則として2年間です。 
　受付期間　　　平成18年2月1日（水）から2月28日（火）（土・日・祝日は除く） 
　提 出 先　　　役場３階　図書室 
　申請区分　　　１）建設工事　　　　２）測量・コンサルタント等 
　　　　　　　　３）一般業務委託　　４）物品購入 
　申請書類　　　建設工事、測量コンサルタント等部門は、岐阜県下市町村統一様式。 
　　　　　　　　一般業務委託、物品購入部門は川辺町独自様式。 
※町独自様式などは役場経営管理課窓口で無料配布します。岐阜県下市町村統一様式は、町では取り扱って
いませんので申請者ご自身で手配して下さい。なお、町独自様式については、町ホームページからもダウン
ロードして入手できます。（町ホームページ　http://www.kawabe-gifu.jp） 
 
 
 
　予定価格が５００万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。 
 
 
 
　用語の意味　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　予定価格…町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札でこの価格を超えて契 
　　　　　　約を締結することはありません。（税込み金額） 
　落札金額…入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額。（税込み金額） 
 ＊入札結果詳細は、役場経営管理課で閲覧できます。  
 【問い合わせ先】　役場経営管理課　TEL 53-2511（内線216） 

川辺町競争入札参加資格審査申請書の定期受付 

　～　先月号の下水道特集の接続割合表中の全体欄は、区域内人口の集計誤りにより間違っておりますので、訂正させていただきます。

　（誤）67.35％　⇒ （正）68.4％　～ 　　　　　　　　　　※【問い合わせ先】役場水道課　TEL 53-2511 (内線223)　　 

※　お 詫 び 

工　　　事　　　名 予定価格 落札金額 工事場所 落札業者 入札参加業者数 

町道3290号線(天池１号線)外道路改良工事 29,400,000円 28,350,000円 下川辺 東濃建設㈱ ７ 

公共工事入札結果    11月の入札 



　「岐阜県最低賃金」と４業種の「産業別最低賃金」が改正され、岐阜

県で適用される最低賃金は次の表のようになりました。 

　最低賃金は常用・臨時・パート・アルバイトなどといった雇用形態に

関係なく、すべての労働者に適用されます。 

　なお、最低賃金に反する労働契約は無効とされ、最低賃金額と同額の

定めをしたものとみなされます。 

　詳しくは、岐阜県労働局賃金室にお問い合わせください。 

ー 

ー 

ー 

ー 
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「わくわく体験館」ガラス工芸講
座 
　ステンドグラスのお雛様作り 
【日時】2月5日（日）9:00～12:00 
　　　  2月6日（月）13:00～16:00 
【対象】小学５年生以上 
【定員】20人 
【会場】わくわく体験館 
【参加費】6,000円 
【応募締切日】1月20日（金） 
【申込方法】下記問い合わせ先まで
電話でご応募いただくか、直接窓
口へ。 
【問合先】ささゆりクリーンパーク
「わくわく体験館」TEL65-1515 
 
あなたも通信制課程で高校の学習
をしてみませんか 
岐阜県立華陽フロンティア高等学
校通信制課程 
【通信制課程の学習とは】 
　月2～3回、日曜日に本校に登校
して面接指導(授業)を受け、普段は、
自宅で学校指定のレポートに取り
組み学校へ期限を守って郵送し合
格するまで添削を受けます。年2回
の定期テストに合格すれば単位を
修得します。所定の単位を修得し、
特別活動にも一定時間出席した上
で卒業資格を得ます。最短3年間で
卒業できるようになっています。 
【受験資格】 
中学校を卒業ないしそれと同等の
資格があれば、老若男女、だれで
も出願できます(詳細はお問い合わ
せを)。 
【学費】 
入学時、教科書・学習書代も含めて、
年額4万5千円ほどを全納してもら
います。 
【募集要項・入学願書】 
2月1日より、学校説明会で配布し、
また、郵送も受け付けています。 
【学校説明会】 
2月1日・7日・26日(いずれも14:30
～15:30)の学校説明会に参加してく
ださい。(参加申し込みは電話で)本
校ホームページもご覧ください。 
【問合先】 
500-8286　岐阜市西鶉6-69 
岐阜県立華陽フロンティア高等学
校通信制課程 
TEL 058-275-7185 
FAX 058-275-7627

 　岐阜東濃地域首都機能誘致促進期成同盟会は、西三河首都機能移
転推進協議会、東美濃・西三河北部新首都構想推進協議会と共同で、

テレビなどでおなじみの落語家・桂文珍氏を講師にお招きして、次の

とおり講演会を開催します。観覧希望者は、往復はがきに住所・氏名・

電話番号を記入して事務局まで送付願います。（１枚の往復はがきで

１人受け付けます。お１人で複数応募いただいても、当選は１人につ

き１通です）※返信用はがきには、申込者の住所を記入し、返信用の

裏面には何も記入しないようにお願い致します。 

 
■講　師　落語家・桂文珍氏 
■演　題   「落語的学問のすすめ」（仮） 
■日　時　平成18年2月25日（土） 
　　　　　14:00～15:30 

■会　場　多治見市文化会館　小ホール 
■定　員　４００人（入場無料） 
■締　切　平成18年２月３日(必着) 
■送付先　〒５０７-8703 
　岐阜県多治見市日ノ出町２－15 

　多治見市企画課内首都機能移転講演会事務局 

■問い合わせ先 
　多治見市企画課　担当：三橋、丹羽 

　TEL 0572-22-1111(内線414) 

※往復はがき以外（電話、メール、普通はがきなど）

　による申し込みは受け付けしません。 

※応募多数の場合は抽選となります。 

地域別最低賃金 

岐阜県産業別最低賃金 

陶磁器・同関連製品 
耐 火 物 製 造 業  

電 気 機 械 器 具  
情報通信機械器具 
電 子 部 品  
デ バ イス 製 造 業  

紡 績 業  

自動車・同付属品製造業 

航空機・同付属品製造業 

時 間 額  効 力 発 生 日  

効 力 発 生 日  

岐阜県最低賃金 

平成10年12月25日 

平成17年10月1日 

平成17年12月21日 

平成17年12月21日 

平成17年12月21日 

平成17年12月21日 

6 7 1 円  

5 , 708円 714円 

690円 

742円 

779円 

835円 

時間額 日　額 

【問い合わせ先】岐阜県労働局賃金室　TEL058-245-8104
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～from the Mayor's Desk～ 

　2005年 11月 20日、東京国際女子マラソンをトップで駆け

抜けた高橋尚子選手は、失意の２年間を経てさわやかに、い

っそう輝きをまして微笑みました。その言葉は、むしろ自分

自身に言い聞かせているようでもありました。 

　2000年のシドニー五輪で、頂点の金メダルを極めた彼女は、

続く2004年アテネ五輪でも最有力候補者と目されていました。

しかし、選考会を兼ねた前年の東京国際女子マラソンでは終

盤失速して２位、代表の座を逃したのです。その後、相次ぐ

けがに悩まされ、一時引退も考えたと聞きます。2005年に入

ってからは、恩師・小出義雄監督から独立し練習パートナー

ら同年代のスタッフ3人と「チームＱ」を結成。心機一転し

て彼女は米コロラド州ボルダーで高地合宿を行います。28才

で栄冠を手にした彼女も、すでに33才になっていました。そ

して、屈辱を味わった東京国際女子マラソンを新たな船出の

場所として選んだのです。けれども大会直前、肉離れが彼女

を襲います。「出ると決めた以上は、不安をもっても仕方がな

い。レース中は足に、頼むからもってね、と願う思いでした。

でも途中でやめることは全然考えませんでした。」見守る観衆

の誰もが、途中棄権するＱちゃんの姿をおそれながら、しか

し彼女は淡々と走り続けました。35キロ過ぎ、ついにスパー

トした彼女に追随する選手はもはやいませんでした。 

　夢を持つこと、その夢を持続すること、失意の中にあって

も不安という恐怖に真正面から向き合い、夢に向かって最大

限の努力をすること、やがてその夢が灯台の光となって暗闇

の道を照らしてくれること。岐阜県出身の高橋尚子選手はいま、

2008年北京五輪という新しい夢に向かって走り出しています。 

       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　川辺町長　佐藤光宏 

52

積雪・降雪時の交通事故防止に

ついて 

　雪道や凍結道路は、すべりや

すく大変危険です。次のことに

特に注意して、安全に運転しま

しょう。 

●タイヤチェーン、スタッドレ

スタイヤなどのすべり止め装置

を付ける。 

●安全な速度で走行するととも

に、車間距離を十分とる。 

●急発進、急ブレーキ、急ハン

ドルなど「急」のつく運転をし

ない。 

●溶けた雪が再び凍結した路面

は、乾燥路面のように見えるの

で注意。 

【問合先】県警交通企画課安全係

TEL 058(271)2424（内線5033） 

 

高齢者の心の健康相談のお知らせ 

　中濃地域保健所では、高齢者

の方を対象とした心の健康相談

を行います。専門医師と保健師

が担当し、秘密は厳守します。 

　心の病気や悩み、認知症など

気軽にご相談ください。 

【日時】1月18日（水）13:30～ 

＊時間調整を行いますので事前

に保健センターまでご連絡くださ

い。 

【場所】川辺町保健センター 

【費用】無料 

【問合先】川辺町保健センター 

TEL53-2511（内線152） 

 

赤十字雪上安全法一般講習会の開催 

　日本赤十字社岐阜県支部では、

雪の楽しさを知るとともに、スキ

ー場などでの事故防止や、けが人

の救助、応急手当の仕方を学ぶ雪 

上安全法一般講習会を開催します。 

【日時】3月10日（金）9:00～16:00 

【会場】郡上市白鳥町ウイングヒ

ルズ白鳥リゾート 

【受講資格】15歳以上60歳未満で

心身とも健全な人 

スキーかボードでターンできる方 

【受講定員】20人。ただし、定員

になり次第、締め切りとします。 

【申込期限】2月20日（月） 

【受講料】無料。ただし、教材費

などで1,000円の負担あり。リフ

ト代などは個人負担。 

【申込・問合先】日本赤十字社岐

阜県支部 

TEL 058-272-3561

1月の税 
国民健康保険税　10期 

町県民税　　　　  4期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　1月31日まで 
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蒸しパン 

その5
　
大
谷
公
園
の
前
に
そ
び
え
る
八

坂
山
は
、
江
戸
時
代
、
川
辺
の
領

主
大
嶋
義
彬
（
よ
し
あ
き
ら
）
が
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
開
い

た
巡
拝
地
で
す
。
 

　
義
彬
は
、
旗
本
大
嶋
氏
の
第
九

代
の
領
主
と
し
て
、
川
辺
に
功
績

の
あ
っ
た
人
で
、
和
歌
に
も
秀
で

た
文
人
で
し
た
。
 

             　
八
坂
山
に
は
、
は
じ
め
御
嶽
社

と
し
て
、
本
社
や
境
内
社
、
拝
殿

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、
大
嶋
氏
の
家
臣
や
領
民

が
、
石
造
物
を
奉
納
し
、
「
濃
州

八
坂
百
社
」
と
し
て
、
多
く
の
人
々

の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
 

　
八
坂
山
の
百
社
は
、
明
治
初
年

の
、
神
社
と
寺
院
を
分
離
す
る
と

い
う
、
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
、

保
護
さ
れ
な
く
な
り
、
荒
廃
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
御
神
体

も
、
移
転
と
な
っ
た
の
で
す
。
 

　
そ
の
後
、
明
治
二
十
四
年
（
一

八
九
一
）
に
、
西
栃
井
の
人
々
が

中
心
と
な
っ
て
、
再
度
、
祭
神
が

祭
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
大
正
十

二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
、
西
栃

井
・
中
川
辺
・
鹿
塩
な
ど
の
講
中

が
発
起
人
と
な
っ
て
、
町
内
外
の

信
者
が
石
仏
像
を
奉
納
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
大
谷
山
八
十
八

箇
所
巡
拝
地
」
が
誕
生
し
た
の
で

し
た
。
 

　
こ
の
巡
拝
地
は
、
四
国
八
十
八

箇
所
の
霊
場
に
似
せ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。
石
仏
像
は
百
十

三
体
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
石
仏
像
の
多
く
は
、
愛
知
県
の

犬
山
市
で
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
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高
山
線
で
中
川
辺
駅
ま
で
搬

入
し
ま
し
た
。
中
川
辺
駅
か
ら
は

荷
車
で
、
大
谷
山
へ
は
一
体
ず
つ
、

人
の
背
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
の
場
所
に
、
安
置
さ

れ
た
の
で
し
た
。
 

　
巡
拝
地
は
、
「
大
谷
山
を
守
る

会
」
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。
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